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は じめに

イメージ(心 像)は 、知覚過程に引きつづ く心的過程であ り、知覚対象が現前 しない状態 にお

いて、知覚様体験 として意識されるものである。イメージは、知覚対象の消失 に直接引 きつづ く

残像や直観像、比較的無意識的に喚起される入眠時像や夢、主 として言語刺激 によって、言語の

意識対象 を意識的に喚起する表象像(表 象イメージ)に 区別 される。これらのうち、残像や入眠

時像及び夢 については、それらのイメージ現象 に気がついた者 は、「現実 と同 じように鮮明」 と

いう点で一致する。 しかし、直観像については、直観像保有者と非保有者がお り、個人差の大 き

いことが知 られ、また、表象イメージについても、そのイメージの鮮明性 に個人差のあることが

知 られている。

この表象イメージの鮮明性の個人差、すなわち、表象イメージの喚起能力の個人差を測定する

ために、各種のイメージ能力テス トが開発されている。イメージの鮮明性を測定する主観的(報

告式)テ ス トとしては、ベ ッツ(Betts,G.H.,1909)が 開発 し、シーハ ン(Sheehan,P.W.,1967)

が短縮版 にまとめたQMIや マークス(Marks,D.E,1973)の 作成 したVVIQが 知 られ・最近では

長谷川浩一(1993)に よるSMI(及 びSMI-S)の 開発がある。また、イメージの操作能力 につい

て、客観 的テス トとして、サース トンとジェフリィ(Thurstone,L.L.&Jeffrey,T.E,1956)の 開

発 した旗 テス ト(Flags)が 、主観的テス トとしてはゴー ドン(Gordon,R・,1949)に よるTVICが

ある。

本研究 においては、主観的(報 告式)テ ス トである、QMI、vvIQ、SMI-S及 びTvICと 、菱谷

晋介 ら(2001)に よるテス ト(以 降、菱谷 テス ト)を 用いて、言語によって喚起 される表象イメ
ージの鮮明性について、基礎的な検討 を行 う。すなわち、①明瞭で鮮明な表象イメージを喚起で

きる人達 はどの位いるのか、また、逆に、表象イメージを明瞭に喚起で きず意識できない人達は

どの位 いるのか、イメージの鮮明性 は安定 しているものなのか、②鮮明な表象イメージの喚起は、

どのような表象対象 について見 られるのか、③表象 イメージの鮮明性は知覚モダリティによる違

いがあるのか、④表象イメージの鮮明性 と表象イメージの操作性 とは関係するのか、である・
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方 法

1.イ メ ー ジ能 力 テ ス ト

本 研 究 にお い て は、 次 の5つ の イ メ ー ジ テ ス トを使 用 した。

①VVIQ(thevividnessofVisualImageryQuestionaires)

Marks(1973)が 作 成 した 視 覚 心 像 の鮮 明 性 を測 定 す る16項 目 か ら な る 質 問 紙 で 、1)よ く会

っ て い る 親 類 か 友 人 、2)日 の 出 、3)よ く行 く店 、4)木 や 山 や 湖 の あ る 田 舎 、 の4つ の イ メ ー

ジ場 面 に 区 分 さ れ 、16の 事 象(場 面)に つ い て、

「完 全 に ハ ッキ リ と して い て 、 実 物 を見 て い る よ うで あ る」(段 階5)

「か な りハ ッキ リ して い る が 、 実 物 を見 て い る ほ どで は な い」(段 階4)

「ハ ッ キ リ した程 度 は 中 く らい で あ る」(段 階3)

「ボ ンヤ リ して い て 、微 か で あ る 」(段 階2)

「全 くイ メ ー ジ が 浮 か ば な い で 、 た だ 言 わ れ た こ と に つ い て 自分 が 考 え て い る とい う こ とが 、

わ か っ て い る、 だ け で あ る」(段 階1)

の5段 階 で 評 定 す る もの で あ る 。

②SMI-S(ScaleofMentallmagery-Shortform)

長 谷 川(1993)は 、 視 覚 ・聴 覚 ・皮 膚 感 覚 ・運 動 感 覚 ・味 覚 ・嗅 覚 ・有 機 感 覚 の7つ の 感 覚 モ

ダ リ テ ィに つ い て の 心 像 の 明 瞭 さ と鮮 明性 を、

「実 際 経 験 して い る の と全 く同 じ く らい 明 瞭 で鮮 明 に感 じ られ る」(段 階5)

厂や や 明 瞭 で鮮 明 に感 じ られ る」(段 階4)

「あ ま り明 瞭 で鮮 明 な わ け で は ない が 一応 感 じ られ る」(段 階3)

「うす ぼ ん や り して い て ほ とん ど感 じ られ な い 」(段 階2)

「そ の 対 象 につ い て 考 え て い る とい う だ け で 何 の イ メ ー ジ も感 じ られ な い」(段 階1)

の5段 階 で 評 定 す る45項 目か ら成 る尺 度SMI(ScaleofMentalImagery)を 作 成 した 。

本 研 究 に お け るSMI-Sは 、SMIの 短 縮 版 で 、14項 目7感 覚 モ ダ リテ ィ を 同 じ5段 階 で 評 定 す る

もの で あ る。

な お 、SMI及 びSMI-Sは 、 閉 眼 状 態 にお い て 聴 覚 的 に(テ ー プ 再 生)イ メ ー ジ喚 起 刺 激(質 問

項 目)を 提 示 し、 か つ イ メ ー ジ形 成 の 潜 時 を統 制 し、 閉眼 状 態 の ま ま イ メ ー ジ の鮮 明 性 の評 定 を

行 う とい う手 続 き を採 る もの で あ るが 、本 研 究 に お い て は 、他 の テ ス トと 同様 に 自読 自記 式 に よ

って 施 行 し た 。

③QMI(QuestionaireuponMentalImagery)

Betts(1909)が 作 成 した 、 知 覚 ・聴 覚 ・皮 膚 感 覚 ・運 動 感 覚 ・味 覚 ・嗅 覚 ・内臓 感 覚 の7感 覚

モ ダ リテ ィ150項 目 の 質 問 紙 を、Sheehan(1967)が 、 各 項 目 間 の 相 関 を求 め 、 因子 分 析 に基 づ

い て作 成 した35項 目 の短 縮 版 を使 用 した 。 評 定 は 、7段 階 で 、

「完 全 に 明 瞭 で 、 実 際 の経 験 と同 じ く らい鮮 か で あ る 」(段 階7)

「非 常 に 明 瞭 で 、鮮 や か さ の 点 で 実 際 の経 験 に 匹敵 す る」(段 階6)

「中 ぐら い の 明 瞭 さ と鮮 や か さ を も っ て い る 」(段 階5)

厂明 瞭 で も鮮 や か で も ない が 認 め る こ とは で き る」(段 階4)

「ぼ ん や り して い て微 か で あ る」(段 階3)
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「ほとんど見分けられないほどぼんや りしていて微かである」(段 階2)

「全 くイメージが現れないで、ただ、自分が対象について考えているということを、わかって

いる、だけである」(段 階1)

として評定するものである。

なお、本研究 においては、QMIの 本来の項目である11対 象(事 象)を 現代における日本人

(特に大学生)の 生活習慣に合わせた もの、及び比較 的心像が形成 しやすい対象へ と変更 した。

項目番号順 に、「機関車の汽笛は」を 「6)カ ミナリの落ちる音は」に、「自動車の警笛は」を 「7)

救急車のサイレンは」、「蒸気の洩れる音は」 を 「9)煮 えたぎった湯の音は」、「リンネルは」 を

「12)タ オルケッ トは」、「毛皮は」を 「13)ネ コの毛は」、「グラニュー(白)糖 は」 を 「22)砂

糖は」、rオ レンジは」を 「23)レ モ ンは」、「ゼリーは」を 「24)プ リンは」、「あなたのお気に入

りの石けんは」 を 「25)あ なたのお気に入 りの名水 は」、「料理のキャベッは」を 「27)炊 きたて

のご飯 は」、「ロース ト・ビーフは」を 「28)う なぎの蒲焼 きは」に、それぞ れ変更 した。

④菱谷テス ト

菱谷(2001)は 、イメージの鮮明性及び操作能力を測定 し、表象イメージの性質を検討するた

めに、感情場面(感 情イメージ)を 導入 し、「あなたが非常に悲 しい と感 じた り、苦 しいと感 じ

た り、不快 になったり、とにかく考 えるだけで も嫌な場面であればなんで もかまいません。そん

な場面をイメージして ください」 という教示 によって、イメージする場面を被験者に委ねるとい

う新 しい手法 による質問紙を工夫 した。問1～ 問22の うち、問2「 そのイメージでは、白 ・黒 ・

灰色以外の色は何種類見えますか」 を除 く、21項 目は基本的に、

「実際 と同 じくらいはっきり」(段 階5)

「実際ほどではないが、かな りはっきり」(段 階4)

「(見え方、聞え方、感 じ方)は 中 くらい」(段 階3)

「ほとんど(聞 えない、感 じない)」(段 階2)

「全 く(は っきりしない、聞えない、感 じない)」(段 階1)

の5段 階評定である。

本研究での菱谷 テス トの位置づけは、試行的に他のテス トとの比較 を行 うことにある。

05TVIC(TestofVisualImageryControl)

Gordon(1949)の 作成 したテス トで、心像の意識的な統御 または制御可能性(操 作能力)を

検査するもので、12項 目か ら成 り、「はい」(3点)、 「はっきりしない」(2点)、 「いいえ」(1点)

の3段 階で評定する。TVICで は、全項 目に 「はい」 とした人(36点)が 統御できるイメージを

持つ と分類 され、「いいえ」が1つ 以上ある人は、自律する(統 御 されない)イ メージを持つ と

される。本研究においては、得点を量的差異 を示す ものとしてとらえ、数量化することとした。

2.対 象 者 ・実施 時 期

文 教 大 学 学 生(18才 ～24才 、 平 均20.3才)141名 。

男 子38名 、 女 子103名 、2000年10月31日 ～12月10日 。

3.分 析の手続 き

①各テス トの項 目毎に、評定段階別の相対頻度(%)を 算出 した。QMIの7段 階評定は、7及 び

6を 合わせ(ま た2及 び1を 合わせ)、5段 階の区分 として算出 した。

49



②各テス トの項 目毎に、平均値及び標準偏差 を求めた。なおQMIは 、換算点=評 定点×2÷3+

(1÷3)と して5段 階評定に対応 させ、TVICは 、換算点e評 定点 ×2-1と して5段 階評定に対

応させることとした。

③各テス トの項 目毎に男女間の平均値の差の検定(t検 定)を 行った。

④VVIQに 関しては、4つ のイメージ場面(区 分)間 の相関、SMI-S及 び、QMIに 関しては、7つ

の感覚モダリティ間の相関を求め、また、VvIQ、SMI-S、QMI及 びTvIC間 の関係に関し、各感

覚モダリティ問の相関を求め検討 した。

結　　果

1.各 テス トに示 された表象イメージの鮮明性

1.1VVIQ

表1は 、VVIQの 結果である。視覚イメージの鮮明性 を測定するVVIQに おいて、最 も多 くの

人が鮮明な表象 イメージ(「 完全にはっきりしていて、実物 を見ているようである」(評 定段階5

点))を 喚起で きる ものは、よく会っている親類か友人を浮かべ る場面の、「4)そ の人が よく着

ている衣服 の色 は」の34.04%が1位 、2位 は 「2)い かにもその人らしい、頭の姿勢 とかからだ

表1VVIQの 相対頻度(%)と 評定平均値

項 目
相対 頻度(%)N=141

平均値(SD) 男性 女性
5 4 3 2 1

親類

友人

1)顔 や 頭、肩 、 身体 の正 確 な輪 郭 は 29.79 48.94 14.89 4.26 2.13 4.00(0.90) 3.97 4.01

2)い かにもその人 らしい、頭の姿勢 とかか らだつ きなどは 33.33 38.30 17.73 7.80 2.84 3.91(1.04) 3.87國 3.93

3)歩 く時の正確な歩きぶ りと歩幅などは 15.60 29.08 28.37 18.44 8.51 3.25(1.18) 3.21 3.26

4)そ の 人が よ く着 てい る衣服 の色 は 34.04 29.79 19.15 11.35 5.67 3.75(1.20) 3.79 3.74

日出

5)太 陽が水平 線 か らモヤ のかか った空へ昇 ってい ます 20.57 31.91 26.24 17.02 4.26 3.48(1.12) 3.42 3.50

6)空 は晴 れ て いて 、太 陽の まわ りの空 は真 っ青 です 26.24 34.04 17.02 12.77 9.93 3.54(1.28) 3.58 3.52

7)く もってい ます。 嵐が 吹 き、稲妻 も光 ってい ます 10.64 17.02 24.11 26.24 21.99 2.68(1.28) 2.82 2.63

8)虹 が 出てい ます 17.73 26.24 21.99 15.60 18.44 3.09(1.37) 3.16 3:07

よ く

行 く

店

9)道 路の反対側から見た店の全体の様子は 22.70 .. 25.53 11.35 3.55 3.64(1.06) 3.50 3.69

10)ひ とつ ひ とつ の商 品 の色 や形、細 かい部分 な ど、

ウ イ ン ドウデ イス プ レイ の様 子 は
13.48 27.66 26.95 26.95 4.96 3.18(1.12) 3.39 3.10

11)あ なた は店 の 入 り口 の近 くにい ます 。 ドアの色 や

形 、細 か い ところは
13.48 23.40 34.04 24.11 ・ ・ 3.16(1.09) 3.29 3.12

12)あ な たは店 に入 って売 り場 に行 きます 。売 り場 の

店 員 は、 あ なた に色 々サ ー ビス します 。 お金 が手

か ら手へ と渡 ります。

14.18 31.21 30.50 19.15 4.96 3.30(1.09) 3.42 3.26

田舎

の風

景

13)風 景の輪 郭 は 8.51 31.91 32.62 21.99 4.96 3.17(1.03) 3.29 3.13

14)木 の色 や形 は 9.93 29.08 27.66 29.08 4.26 3.11(1.07) 3.18 3.09

15)湖 の色 や形 は 7.09 24.82 28.37 34.75 4.96 2.94(1.04) 3.21 2.84

16)木 や湖 に強 い風 が吹 き、湖 には波 が起 こ ります 5.67 18.44 25.53 32.62 17.73 2.62(1.14) 2.74 2.57

注1)平 均値全体のOは 全体の標準偏差
注2)男 女の差の検定*有 意水準5%

**有 意水準1%
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つ きな どは 」(33.33%)、3位 は 「1)顔 や 頭 、肩 、 身体 の 正確 な輪 郭 は 」 の29.79%で あ っ た 。

反 対 に、 鮮 明 な表 象 イ メ ー ジ を喚 起 で き な い(「 全 くイ メ ー ジ が 浮 か ば な い」(評 定 段 階1点))

も の は 、1位 が 日の 出 の 場 面 の 「7)く もっ て い ます 。嵐 が 吹 き、稲 妻 も光 っ て い ます」(21.99%)、

2位 が 「8)虹 が 出 て い ます 」(18.44%)、3位 は 、 木 や 山 や湖 の あ る 田舎 の 「16)木 や 湖 に 強 い

風 が 吹 き、 湖 に は波 が 起 こ り ます 」(17.73%)で あ っ た 。 こ れ ら の 評 定 段 階5の 比 率 は 、7)が

10.64%、8)が17.73%、16)が5.67%で あ っ た 。

な お 、 評 定 段 階5の 比 率 が低 い 項 目 は 、 田 舎 の 場 面 の4項 目で 、 「13)風 景 の 輪 郭 は」(8.51%)、

「14)木 の 色 や 形 は」(9.93%)、 「15)湖 の色 や 形 は 」(7.09%)及 び 上 記 の16)の5.67%で あ っ

た 。

1.2SMI-S

表2は 、SMI-Sの 結 果 で あ る。 評 定 段 階5点 「実 際 経 験 して い る の と全 く同 じ くらい 明 瞭 で鮮

明 に感 じ られ る」 と回答 した比 率 の 上 位3項 目 は 、 味 覚 の 「11.せんべ い 」(29.79%)、 運 動 感 覚

の 「10.道端 の 石 こ ろ を蹴 飛 ば す 」(29.08%)、 有 機 感 覚 の 「14.とて も満 腹 の と き」(26.24%)で

あ り、 次 い で4位 が 視 覚 の 「1.腕 時 計 の 文 字 盤 」(23.40%)と 嗅 覚 の 「12.バ ナ ナ の 匂 い 」

(23.40%)で あ っ た 。 こ れ ら は、 い ず れ も、 前 述 したVVIQの 評 定 段 階5の 比 率 に比 して 、 相 対

的 に低 い 比 率 を示 した 。

反 対 に 、 評 定 段 階1「 そ の 対 象 に つ い て考 え て い る とい うだ け で 、 何 の イ メ ー ジ も感 じ られ な

い 」 とす る比 率 は 、 皮 膚 感 覚 の 「8.裸足 で 谷 川 に入 っ た と き」 が9.22%と 相 対 的 に高 い が 、他 の

13項 目 は全 て5%以 下 で あ っ た。

表2SMI-Sの 相対 頻度(%)と 評定 平均 値

項 目
相 対 頻度(%)N=141

平均値(SD) 男性 男性
5 4 3 2 1

視覚 1.腕 時計 の文字 盤 23.40 49.65 19.86 4.96 2.13 3.87(0.90) 3.89 3.86

2.超 高層 ビル デ ィング 17.02 .. 38.30 6.38 1.42 3.62(0.89) 3.58 3.63

3.郵 便 配達 員 9.93 29.08 43.97 14.18 2.84 3.29(0.93) 3.39 3.25

4.改 札 口にい る駅員 14.18 31.21 34.04 17.02 3:55 3.35(1.04) 3.13 3.44

5.春 の野 に飛 びか うち ょうち ょ 13.48 27.66 36.17 17.73 4.96 3.27(1.06) 3.34 3.24

6.一 斉 に咲 きそ ろった菜 の花畑 12.06 34.75 29.08 20.57 3.55 3.31(1.04) 3.03 3.42

聴覚 7.ラ ジ オか ら流れ る アナ ウ ンサ ーの声 18.44 29.79 23.40 23.40 4.96 3.33(1.17) 3.55 3.25

皮膚 8.裸 足 で谷 川 に入 った とき 17.73 25.53 29:79 17.73 9.22 3.25(1.21) 3.42 3.18

運動 9.水 た ま りを跳 び越 える 20.57 29.79 31.91 13.48 4.26 3.49(1.09) 3.45 3.50

10.道 端 の石 ころ を蹴飛 ばす 29.08 .. 26.24 6.38 1.42 3.86(0.96) 3.92 3.83

味覚 11.せ んべ い 29.79 39.01 16.31 13.48 1.42 3.82(1.05) 3.76 3.84

嗅覚 12.バ ナナ の匂 い 23.40 39.01 21.28 14.89 1.42 3.68(1.04) 3.68 3.68

13.こ し ょ うの 匂 い 17.73 31.21 29.08 18.44 3.55 3.41(1.09) 3.39 3.42

有機 14.と て も満 腹 の と き 26.24 23.40 24.82 22.70 2.84 3.48(1.19) 3.37 3.51

*

注1)平 均値全体のOは 全体の標準偏差
注2)男 女の差の検定*有 意水準5%

**有 意水準1%
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尚、SMI-Sは 、本来イメージする対象を聴覚刺激 として提示 し閉眼状態でイメージ喚起をする

ものである。長谷川(1990)に おける211名 の被験者が示す対象毎の評定平均値は、嗅覚を除い

ていずれ も本研究の結果を上回っていた。本研究で、 この方法に従っていれば、鮮明なイメージ

を喚起 した人が増加する可能性は充分にある。

1.3QMI

QMIの 結 果 は 、 表3に 示 す もの で あ る が 、 評 定 段 階 別 の 相 対 頻 度(%)は 、7段 階 評 定 の 、7

及 び6を5と し、1及 び2を1と して 、5段 階 に 区分 した も の で あ る 。 従 っ て 、 変 換 後 の 区 分5は

「完 全 に 明 瞭 で 、 実 際 の 経 験 と同 じ く らい 鮮 や か で あ る」(段 階7)及 び 「非 常 に 明 瞭 で 、鮮 や か

さ の点 で 実 際 の 経 験 に匹 敵 す る」(段 階6)に 該 当 し、 区 分1は 「ほ と ん ど見 分 け られ な い ほ どぼ

んや り して い て 微 か で あ る 」(段 階2)及 び 「全 くイ メ ー ジ が 現 れ ない で 、 た だ 、 自分 が 対 象 に

つ い て考 え て い る とい う こ と を 「わ か っ て い る」 だ け で あ る」(段 階1)に 該 当 す る 。

表3か ら、 全 体 と して 言 え る こ と は、 視 覚 の5項 目(事 象)の い ず れ も、VVIQ(視 覚 心像)に

比 べ 、 区 分5(明 瞭 で 実 際 の 経 験 に 匹 敵)の 比 率 が 高 く、 ま た 、SMI-Sの 同 一 知 覚 モ ダ リテ ィ に

比 べ 、 相 対 的 に 高 い 比 率 とな って い る こ とで あ る 。

知 覚 モ ダ リ テ ィ毎 に、 明 瞭 で鮮 明 な表 象 イ メ ー ジ を喚 起 で きた 比 率 の高 い対 象(事 象)を 見 る

と、50%以 上 に 上 る もの は 、視 覚 で は 「1)顔 や 頭 、 体 の 正 確 な輪 郭 は」(55.32%)と 「2)い か

に も そ の 人 ら しい頭 の姿 勢 とか 体 つ きな ど は」(51.06%)、 聴 覚 で は 「7)救 急 車 の サ イ レ ンは 」

(53.90%)と 「8)ネ コ の 鳴 声 は 」(58.87%)、 「10)拍 手 の音 」(53.19%)、 皮 膚 感 覚 で は 「12)

タオ ル ケ ッ トは 」(56.03%)、 運 動 感 覚 で は 「18)紙 に 円 を描 く こ と は 」(52.48%)、 味 覚 で は

「21)塩 は」(56.03%)と 「23)レ モ ンは 」(51.77%)、 嗅 覚 に は50%以 上 の もの は な い が 「27)

炊 きた て の ご飯 は 」(46.81%)が 相 対 的 に 高 率 で 、 内臓 感 覚 で は 「31)疲 れ は」(58.16%)及 び

「34)ね む け は」(67.38%)で あ っ た。

反 対 に、 明 瞭 で鮮 明 な イ メ ー ジ の 喚 起 率 が相 対 的 に低 い もの は 、 味 覚 の 「25)あ な た の お 気 に

入 りの 名 水 は 」(16.31%)、 嗅 覚 の 「28)う な ぎの 蒲 焼 は」(21.28%)と 「29)塗 りた て の ペ ン

キ は 」(22.70%)、 運 動 感 覚 の 「19)高 い 棚 の 上 に よ じ登 る こ とは 」(22.70%)で あ っ た 。 尚 、

味 覚 の 「25)あ な た の お気 に入 りの 名 水 」 は、 区分1(評 定 段 階2及 び1の 計)の 比 率 が33.33%

を示 した 。

1.4菱 谷 テ ス ト

表4に 、 菱 谷 テ ス トの 結 果 を 示 す が 、 本 テ ス トで 、 イ メ ー ジ の 鮮 明性 を評 定 す る項 目 は 、 問1

及 び 問3か ら 問18ま で で あ る。 明 瞭 で 鮮 明 な イ メ ー ジ 喚 起 の比 率 の高 い もの は 、 「問18.そ の イ メ

ー ジ し た こ とが も し現 実 に起 こ っ た と した ら
、 ど の く らい 嫌 な 気 分 に な り ます か 。」 の63.83%、

「問17.そ の イ メ ー ジ した こ とが も し現 実 に起 こ っ た と した ら、 どの く らい 心 が 固 く、 重 た くな る

感 じが し ます か 。」(44.68%)、 「問16.そ の イ メ ー ジ した こ とが も し現 実 に起 こ っ た と した ら、 ど

の く らい 心 が 暗 く、 冷 た くな る 感 じが し ます か 。」(41.13%)で 、 い ず れ も感 情 イ メ ー ジ に属 す

る も の で あ っ た 。

反 対 に 、 比 率 の 低 い もの は 、低 い 順 に 「問5.そ の イ メ ー ジ で は 、何 か に お い ます か」(2.13%)、

「問8.そ の イ メ ー ジ で は 、 物 を手 に取 る な ど し て 操 作 で き る よ う な感 じが し ます か 」(5.67%)、

厂問3.そ の イ メ ー ジ で は、 どの く らい 詳 し く細 か い と こ ろ まで 見 え ます か」(7.09%)及 び 「問9.
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表3QMIの 相対頻度(%)と 評定平均値

項 目
相対 頻度(%)N=141

平均値(SD) 男性 女性
5 4 3 2 1

視覚 1)顔 や頭 、体 の正確 な輪 郭 は 55.32 30.50 10.64 2.13 1.42 4.04(0.72) 4.12 4.02

2)い か に もその人 ら しい頭 の姿 勢 とか体 つ きな どは 51.06 29.08 12.06 2.84 4.96 3.90(0.87) .. 3.91

3)歩 行中の正確な歩きぶりと歩幅などは 39.01 27.66 16.31 ・ 10.64 3.57(1.05) 3.54 3.58

4)ど れか よ く着 られ る衣服 の さまざ まな色 は 46.81 26.24 14.89 7.80 4.26 3.81(0.94) 3.82 3.81

5)地 平線 に沈 も う としてい る太 陽 は 35.46
.. 12.77 12.06 2.84 3.69(0.92) 3.67 3.69

聴覚 6)カ ミナ リの落 ち る音 は(「 機 関車 の汽笛 は」) 40.43 34.04 14.89 6.38 4.26 3.77(0.87) 3.98 3.69

7)救 急 車 のサ イ レ ンは(「 自動 車 の警笛 は」) 53.90 29.79 12.77 2.84 0.71 4.04(0.74) 4.18 3.99

8)ネ コの 鳴声 は 58.87 24.82 13.48 2.13 0.71 4.10(0.74) 4.07 4.11

9)煮 え た ぎった湯 の音 は(「 蒸 気 の洩 れ る音 は」) 40.43 29.08 17.02 5.67 7.80 3..70(0.96)3.63 3.72

10)拍 手 の音 は 53.19 31.91 9.22 3.55 2.13 4.02(0.78) 4.16 3.97

皮膚 11)砂 は 41.84 31.21 10.64 12.06 4.26 3.71(0.92) 3.86 3.65

12)タ オル ケ ッ トは(「 リンネ ルは」) 56.03 26.95 9.22 5:67 2.13 4.01(0.81) .. 1.

13)ネ コの毛 は(「 毛皮 は」) 31.21 24.82 17.02 13.48 13.48 3.38(1.15) 3.19 3.45

14)ピ ンで刺 した痛 み は 32.62 19.86 21.99 13.48 12.06 3.38(1.11) 3.56 3.31

15)生 ぬ る い風 呂の温 か さは 34.04 28.37 16.31 13.48 7.80 3.52(1.01) 3.63 3.47

運動 16)二 階 に駆 け上 が る こ とは 49.65 31.21 10.64 5.67 2.84 3.92(0.84) 4.11 3.85

17)溝 を飛 び越す こ とは 29.79 30.50 17.73 12.06 9.93 3.42(1.03) 3.79 3.28

18)紙 に円 を描 くこ とは 52.48 26.95 8.51 9.22 2.84 3.96(0.92) .. 3.98

19)高 い棚 の上 によ じ登 る こ とは 22.70 18.44 22.70 17.73 18.44 3.05(1.12) 3.32 2.95

20)何 か を道 か ら蹴 飛 ばす こ とは 30.50 29.79 15.60 12.06 12.06 3.40(1.09) 3.79 3.25

味覚 21)塩 は 56.03 20.57 13.48 7.80 2.13 3.93(0.89) 3.96 3.92

22)砂 糖 は(「 グ ラニ ュー(白)糖 は」) 48.23 29.79 12.77 8.51 0.71 3.89(0.82) 3.96 3.87

23)レ モ ン は(「 オ レンジ は」) 51.77 26.24 14.89 5.67 1.42 3.96(0.84) 3.95 3.97

24)プ リ ン は(「 ゼ リ ー は 」) 39.01 34.75 14.89 8.51 2.84 3.77(0.87) 3.65 3.81

25)あ な た のお気 に入 りの名 水 は(「 あ なたのお 気 に

入 りの石 け んは」)
16.31 14.89 16.31 19.15 33.33 2.65.(1.22)2.Z9 2.61

嗅覚 26)換 気 の悪 い部屋 は 29.79 24.11 21.99 14.18 9.93 3.35(1.05) 3.30 3.36

27)炊 きた ての ご飯 は(「 料 理 のキ ャベ ッは」) 46.81 31.91 12.77 6.38 2.13 3.90(0.85) 3.96
..

28)う な ぎ の 蒲 焼 き は(「 ロ ー ス ト ・ビ ー フ は」) 21.28 31.91 21.28 14.18 11.35 3.29(1.02) 3.49 3.22

29)塗 りた て のペ ンキ は 22.70 29:08 20.57 17.02 10.64 3.28(0.99) 3.32 3.27

30)新 しい 革製 品 は 27.66 25.53 18.44 14.89 13.48 3.26(1.07) 3.47 3.19

内臓 31)疲 れ は 58.16 20.57 9.93 6.38 4.96 3.99(0.99) 3.96 4.00

32)空 腹 は 43.97 26.24 15.60 9.93 4.26 3.77(0.96) 3.81 3.75

33)の どの痛 み は 43.26 26.95 15.60 7.80 6.38 3.70(0.98) 3.77 3.68

34)ね む け は 67.38 20.57 4.26 3.55 4.26 4.17(0.91) 4.25 4.14

35)沢 山食 べ て満腹 な と きは 41.84 31.21 15.60 7.09 4.26 3.76(0.90) 3.61 3.82

*

**

注1)平 均値全体のOは 全体の標準偏差
注2)男 女の差の検定*有 意水準5%

**有 意水準1%

53



表4菱 谷テス トの相対頻度(%)と 評定平均値

項 目
相対 頻度(%)N=141

平均値(SD) 男性 女性
5 4 3 2 1

視覚

視覚

聴覚

嗅覚

皮膚

運動

操作

操作

操作

身体

身体

温度

感情

感情

感情

問1そ の イ メー ジで は、形 や輪 郭 は どの くらい はっ

き りして い ます か。
17.73 39.01 26.24 14.89 2.13 3.55(1.02) 3.32 3.64

問3そ の イ メー ジで は、どの くらい詳 し く細 かい とこ

ろ まで 見 え ますか 。
7.09 42.55 22.70 24.82 2.84 3.26(1.00) 3.08 3.33

問4そ の イメ ー ジで は、何 か音 が聞 こえ ます か。 9.22 11.35 26.95 31.91 20.57 2.57(1.20) 2.53 2.58

問5そ の イメ ー ジで は、何 か におい を感 じます か。 2.13 5.67 8.51 33.33 50.35 1.76(0.98) 1.71 1.78

問6そ の イメ ー ジで は、手触 りや体 の一部 が人 や物

に触 れ る感 じが します か。
11.35 19.86 20.57 23.40 24.82 2.70(1.34) 2.58 2.74

問7そ の イメ ー ジでは 、体 を動 かす感 じが しますか 。 11.35 18.44 25.53 28.37 16.31 2.80(1.24) 2.68 2.84

問8そ のイ メ ー ジでは、 物 を手 に取 るな ど して操 作

で きる よ うな感 じが しますか 。
5.67 20.57 19.15 31.91 22.70 2.55(1.21) 2.45 2.58

問9そ の イ メ ージ は、あ な たの働 きか け に反 応 しそ

うで すか 。(例 えば＼ 「つ つい た ら反 応 ・応答 し

て くれ そ うだ」 な ど)

7.80 17.02 43.26 17.02 14.89 2.86(1.11) 2.87 2.85

問10そ のイ メ ージ した ものが ひ と りで に動 き出 した

り、場 面 が 自然 に展 開 してい くよ うな感 じはあ

りますか 。

12.77 26.95 18.44 25.53 16.31 2.94(1.30) 2.89 2.96

問11そ の イ メ ージ した場面 に自分が 参加 してい る感

じはあ ります か 。
24.82 29.08 16.31 18.44 11.35 3.38(1.34) 3.16 3.46

問12そ の イ メー ジ してい る場面 で は、胸 が ドキ ドキ

して い ます か。
15.60 29.79 17.02 22.70 14.89 3.09(1.32) 3.11 3.08

問13そ の イ メー ジ してい る場面 で は、思 わず顔 を し

か め た くな ります か。
31.91 36.17 15.60 7.80 8.51 3.75(1.23) 3.39 ..

問14そ の イ メー ジ してい る場 面 で は、身体 が冷 える

よ うな感 じが してい ますか 。
12.77 21.99 25.53 17.02 22.70 2.85(1.34) 2.63 2.93

問15そ の イメ ー ジ してい る場 面 で は、実 際 に体 験 す

る ような現 実味 を感 じます か。
21.28 37.59 17.73 15.60 7.80 3.49(1.21) 3.34 3.54

問16そ の イメ ー ジ した ことが も し現実 に起 こった と

した ら、どの くらい心が 暗 く、冷 た くな る感 じが

します か。

41.13 38.30 14.18 4.26 2.13 4.12(0.95) 4.00 4.17

問17そ のイ メ ージ した こ とが も し現実 に起 こった と

した ら、どの くらい心 が 固 く、重 た くなる感 じが

しますか 。

44.68 .. 9.22 5.67 3.55 4.13(1.04) 1: 4.16

問18そ のイ メ ージ した こ とが も し現 実 に起 こった と

した ら、どの くらい嫌 な気 分 にな ります か。
63.83 21.99 8.51 4.96 0.71 4.43(0.90) 4.32 4.48

問19そ のイメー ジの 中に没頭す ることがで きましたか。 3.55 34.75 34.75 22.70 4.26 3.11(0.94) 3.03 3.14

問20あ なたが 今 イ メー ジ した場 面 はあ なた の経 験 に

基 づ くもの です か、空想 に よる もの です か。 そ

れ と も両 方が 混 じ りあ った ものです か。

56.03 19.15 13.48 4.96 6.38 4.13(1.21) 3.79 4.26

問21そ の イメ ー ジ した場面 と同 じ、 あ るい は似 た場

面 を経 験 した り、 空想 した りす る こ とはあ わせ

て、全体 と して どの くらい あ ります か。

7.80 26.24 27.66 28.37 9.93 2.94(1.12) 3.03 2.90

問22そ の よ うな経験 や 空想 をあ わせ て、全 体 として

の 印象 の 強 さは どの くらい です か。 19.86 41.13 21.99 11.35 5.67 3.58(1:10) 3.61 3.57

潮 舅嬲衾騾歪)婆襟齧糶響
**有 意水 準1%
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そ の イ メ ー ジ は 、 あ な た の働 き か け に 反 応 しそ うで す か 」(7.80%)で あ っ た 。

1.5TVIC

TVICは 、 視 覚 的 操 作 能 力 を測 定 す る も の で あ る が 、12項 目全 部 に 「は い」(見 え る)と し た

統 御 で き る イ メ ー ジ を持 つ 人 が 、141名 中12名(8.5%)で 、1つ で も 「い い え」(見 え な い)の

あ る と した 自律 す る イ メ ー ジ を持 つ 人 が 、141名 中91名(64.5%)、 全 項 目 に 「は い」 で は な く

「い い え」 の項 目が1つ もな い 人(統 御 と 自律 の 中 間)は 、141名 中38名(26.95%)で あ っ た 。

表5は 、12項 目毎 に、 「は い」(5点)、 「は っ き り しな い 」(3点)、 「い い え」(1点)の 、 そ れ ぞ

れ の 比 率 を示 した もの で あ る が 、 視 覚 的操 作 能 力 を示 す3～12の 中 で 、最 も操 作 可 能性 の 高 い も

の は 、1位 「6.あな た は、 そ の 車 が 道 を走 っ て い くの を 見 る こ とが で き ます か 」(80.14%)、2位

「3.さて、 あ な た は、 そ の 車 を別 な色 にす る こ とが で き ます か 」(60.99%)、3位 「5.次に、 あ な た

は 、そ の 同 じ車 が も う一 度 車 輪 を下 に して 、 も と どお りに な って い る の を見 る こ とが で き ます か」

(55.32%)で あ り、 反 対 に、 「い い え」(見 え な い)と す る 操 作 可 能 性 の低 い もの は 、 「12.あ な た

は 、 そ の 車 が す っ か り古 くな り分 解 され て 、 車 捨 て場 に捨 て られ て い る の を見 る こ とが で き ます

か 」(39.01%)、 「9.あな た は、 そ れ が 操 縦 で きな くな っ て 、 家 に 突 っ込 む の を見 る こ とが で き ま

す か」(34.75%)及 び 「11.あな た は 、 そ の 車 が橋 を横 断 し、 欄 干 を越 え 、 下 の 川 に 墜 落 す る の

を見 る こ とが で き ます か 」(30.50%)で あ っ た 。

表5TVICの 相対 頻度(%)と 評定 平均値

項 目
相 対 頻度(%)N=141

平均値(SD) 男性 女性
5 4 3 2 1

視覚

視覚

操作

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1.あ な たは、 家 の前 の 道路 に ある車 を見 る こ とが で

きます か。
87.94 7.80 4.26 4.67(0.94) 4.63 4.69

2.あ な た は、そ の色 を見 る こ とが で きますか 。 78.01 11.35 10.64 4.35(1.32) 4.53 4.28

3.さ て 、あ なた は、 その車 を別 な色 にす るこ とが で

きます か 。
60.99 21.99 17.02 3.88(1.54) 4.11 3.80

4.次 に、 あな たは、 その 同 じ車が逆 さま にな ってい

る の を見 るこ とが で きます か。
49.65 26.24 24:11 3.51(1.65) 3.47 3.52

5.次 に、あなたは、その同じ車が もう一度車輪 を下 にして、

もとどお りになっているの を見 ることができますか。
55.32 21.28 23.40 3.64(1.66) 3.42 3.72

6.あ なた は、 その 車が道 を走 ってい くの を見 る こ と

が で き ます か。
80.14 12.77 7.09 4.46(1.17) 4.58 4.42

7.あ な たは 、そ れが ひ ど く急 な丘 を登 ってい くの を

見 るこ とがで きます か。
49.65 26.24 24.11 3.51(1.65) 3.47 3.52

8.あ なた は、そ れが頂 上 に登 るの を見 る こ とが で き

ます か。
40.43 29.79 29.79 3.21(1:67) 3.32 3.17

9.あ なた は、 それが操 縦 で きな くな って、 家 に突 っ

込 むの を見 る こ とが で きますか 。
30.50 34.75 34.75 2.91(1.62) 3.26 2.79

10.今 度 は、あ なたは、同 じその車が美 しい カップルを

乗せ て道 を走 っているの を見 るこ とがで きます か。
46.10 30.50 23.40 3.45(1.61) 3.26 3.52

Il.あ な た は、そ の車 が橋 を横 断 し、欄 干 を越 え て、

下 の川 に墜落 す るの を見 る ことが で きます か。
32.62

.. 30.50 3.04(1.59) 3.16 3.00

12.あ なた は、その車がすっか り古 くな り分解 されて、車

捨て場 に捨て られているのを見 ることが できますか。
31.91 29.08 39.01 2.86(1.68) 3.11 2.77

注1)平 均値全体のOは 全体の標準偏差
注2)男 女の差の検定*有 意水準5%

**有 意水準1%
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2.表 象 イ メ ー ジ の 鮮 明 性 の 安 定 性 ・一 貫 性

表6は 、QMIの7段 階 の 評 定 結 果 を、 上 記1.3と 同 じ く5段 階 に 区分 し、 段 階5(「 完 全 に明 瞭 で 、

実 際 の経 験 と同 じ くらい 鮮 や か で あ る」 及 び 「非 常 に明 瞭 で 、 鮮 や か さ の 点 で 実 際 の経 験 に 匹敵

す る」)に 示 され る 喚 起 され た表 象 イ メ ー ジ の 鮮 明 性 が 、各 知 覚 モ ダ リテ ィ の5項 目 の 事 象(対

象)に 対 し、 安 定 的 に一 貫 性 を 持 って 示 され るの か を検 討 した もの で あ る。

結 果 は 、5項 目の 事 象(対 象)の い ず れ に も段 階5の 表 象 イ メ ー ジ を 喚 起 した とす る 者 が 、 全

被 験 者 に 占 め る比 率 は 、1位 は 内臓 感 覚 イ メ ー ジの19.1%、2位 は聴 覚 イ メ ー ジ の18.4%、3位 は

運 動 感 覚 イ メ ー ジ の10.6%、4位 は 視 覚 イ メ ー ジ の9.2%と 皮 膚 感 覚 イ メ ー ジ の9.2%、6位 は 味

覚 イ メ ー ジ の6.4%、7位 は嗅 覚 イ メ ー ジ の4.3%で あ る こ と を示 した 。 ま た 、 この 結 果 を、 各 モ

ダ リ テ ィ5項 目 の 中 で 、 段 階5の イ メ ー ジ 喚 起 率 が 最 も低 い 事 象(対 象)に 段 階5の レベ ル の イ

メ ー ジ 喚 起 を した 者 に つ い て見 る と、1位 は運 動 感 覚 の46 .9%、2位 は 内臓 感 覚 の45.8%、3位 は

聴 覚 の45.6%、4位 は 味 覚 の39.1%、5位 は皮 膚 感 覚 の28.3%、6位 は視 覚 の26 .0%、7位 は嗅 覚

の20.0%、 で あ っ た 。

表7は ・vvIQの 項 目1～4とQMIの 項 目1～4に 関 し、 そ れ ぞ れ対 応 す る 項 目の 内 容(イ メ ー

ジ喚 起 の対 象 ま た は事 象)が 同 一 で あ る こ と に着 目 して 、 相 互 の相 関 を求 め た もの で あ る 。

VVIQ「2)い か に もそ の 人 ら しい 、 頭 の姿 勢 とか か ら だ つ き な ど」 とQMI「2)い か に もそ の

人 ら しい ・ 頭 の 姿 勢 とか 体 つ き な ど」 の 間 に は 、0.64の 相 関 、VVIQ「1)顔 や 頭 、肩 、 身体 の 正

確 な輪 郭 」 とQMI厂1)顔 や 頭 、 体 の 正 確 な 輪 郭 」 に は0.62、vvIQ「3)歩 くと きの正 確 な 歩 き

ぶ り と歩 幅 な ど」 とQMI「3)歩 行 中 の 正 確 な歩 きぶ り と歩 幅 な ど」 に は0 .54、 そ して 、vVIQ

r4)そ の 人 が よ く着 て い る衣 服 の 色 」 とQMI「4)ど れ か よ く着 られ る 衣 服 の さ ま ざ ま な色 」 と

に は0.45の 相 関 が 見 られ た 。

表6QMIの 各 モダ リテ ィ5項 目全 てに段 階5と した被 験者 数 と比率

モ ダ リテ ィ

5項 目全て
5段 階の人数

全被験者に
占める比率

段階5の 比率最
低の項目の人数

左の人数に
占める比率

視覚 13 9.2 50 26.0

聴覚 26 18.4 57 45.6

皮膚感覚 13 9.2 46 28.3

運動感覚 15 10:6 32 46.9

味覚 9 6.4 23 39.1

嗅覚 6 4.3 30 20.0

内臓感覚 27 19:1 59 45.8

表7VVIQとQMIの 同一 項 目に お ける相 関

項 目 相関係数

1)顔 や 頭 、肩 、身体 の正確 な輪 郭 は 0.62

2)い か に もそ の人 ら しい、頭 の姿勢 とかか らだつ

きな どは 0.64

3)歩 く時 の正 確 な歩 きぶ りと歩 幅 な どは 0.54

4)そ の 人が よ く着 て い る衣 服 の色 は 0.45
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3.表 象イメージの鮮明性の知覚モダリティ間の関係

表8は 、QMIの 知覚モダリティ間の相関を示すものである・ この結果は・内臓感覚を除 く6つ

の知覚モダリティ相互間に0.40以 上の相関を示す(但 し、視覚と嗅覚間では0.28)も のであった。

表8.QMIの 知覚モダ1丿ティ間の相関

視覚 聴覚 皮膚 運動 味覚 嗅覚 内臓

視覚 0.49 0.44 0.50 0.39 o.2g 0.15

聴覚 0.49 0.56 0.55 0.57 0.32 0.35

皮膚 0.44 0.56 0.61 0.55 0.41 0.23

運動 o.so 0.55 0.61 o.ss 0.41 0.25

味覚 0.39 0.57 o.ss 0.55 0.44 0.38

嗅覚 0.28 0.32 0.41 0.41 0.44 0.37

内臓 0.15 0.35 0.23 0.25 0.38 0.37

4.表 象 イ メ ー ジの 鮮 明 性 と操 作 性 との 関 係

表9は 、TVICとvvlQ、SMI-S、 及 びQMI間 の 相 関 を 、各 テ ス トの 合 計 得 点 に よ っ て 求 め た も

の で あ る 。TVICと 鮮 明 性 テ ス ト間 に は 、0.33～0.25の 低 い 相 関 が 示 さ れ た 。 ま た 、 表10は 、

TvICとQMIの7モ ダ リテ ィ 間 の相 関 を 求 め た もの で あ る。TvlCと 視 覚 ・ 聴 覚 及 び運 動 感 覚 の 問

に低 い 相 関 が 見 ら れ た が 、TVICと 皮 膚 感 覚 、 味 覚 、 嗅 覚 及 び 内 臓 感 覚 と は無 相 関 で あ る こ とが

示 さ れ た 。

表9.合 計得 点 に よるテ ス ト間 の相 関 表10.TVICとQM1知 覚 モ ダ リテ ィ との相 関

WIQ SMI-S QMI TVIC

VVIQ 0.58 0.53 0.33

SMI-S o.ss 0.59 0.32

QMI 0.53 0.59 0.25

TVIC 0.33 0.32 0.25

相関係数

視覚 0.27

聴覚 0.29

皮膚感覚 0.19

運動感覚 0.26

味覚 0.16

嗅覚 o.oz

内臓感覚 一 〇
.04

考 察

1.明 瞭で鮮明なイメージの喚起

どれだけ多 くの人が 「実際 と同 じように」明瞭で鮮明なイメージを喚起できるかについて検討

した表1～ 表3の 結果は、QMIの 「ねむけ(の 感覚)」 の67.38%を 最高に、vVIQの 「木 や湖に

強い風が吹 き、湖には波が起 こります」の5.67%ま でさまざまで、また、反対 に 「全 くイメージ

が浮かばない」 とする者 も、QMIの 「あなたのお気 に入 りの名水」の33.3%か ら 「救急車のサ

イレン」の0.71%ま で、表象する対象(事 象)に よりさまざまで、喚起 されるイメージの鮮明性

57



は表象対象 により違いがあることを示 した。これほどまでに差異が生 じる対象があるということ

は、そ もそ もイメージさせ ようとした対象の性質に、何 らかの違いがあると考えられよう。

2.表 象対象 とイメージの鮮明性の関係

イメージは基本的に記憶領域のものであり、イメージの鮮明性 もまた、記憶作用 と同 じ特性 を

持つと考えられる。多 くの人が鮮明だと感 じた対象は、例えば、「(よく会っている親類か友人)

が よく着ている衣服の色」 「炊 きたてのご飯」 「ねむけ」などのような日常的な対象(事 象)だ っ

たり、「救急車のサイレン」や 「レモン」などの ような刺激の強い対象であった。反対に、鮮明

なイメージを喚起できなかった対象は、「くもっています。嵐が吹 き、稲妻 も光っています」や

「高い棚の上 によじ登ること」のような非 日常的であったり、「あなたのお気 に入 りの名水」のよ

うに刺激の弱い対象であった。一般に、日常的で経験する頻度の高い ものや、強い刺激は、比較

的想起されやすい。つまり、多 くの人が鮮明なイメージを持てた対象とい うのは、想起 しやすい

対象だったのであり、反対に鮮明なイメージが持てなかった ものは、想起 しに くい対象であった

と考えることがで きる。

3.表 象イメージの鮮明性の安定性 ・一貫性

表6の 結果 は、同一モダリティ内の5つ の対象に一貫 して 「実際の経験 に匹敵する以上の」鮮

明なイメージを持つ人の全被験者に占める割合が、少ない(最 高で も内臓感覚イメージの19 .1%、

最低は嗅覚イメージの4.3%)こ とを示 し、また、各モダリティの中で 「実際の経験 に匹敵する

以上の」鮮明性(段 階5)が 最低の項目に、段階5の 鮮明なイメージを喚起 した被験者に占める

割合 も高 くはなかった(運 動感覚で最高の46.9%、 最低は嗅覚の20.0%)。 このことは、ある対

象に対 して鮮明なイメージを持つことができる人であって も、それが同一モダリティ内の場合で

も他の対象 に対 し同じように鮮明なイメージを喚起するものではないことを意味する。表象 イメ
ージの鮮明性 は

、対象 により変化 し、安定性 ・一貫性は決 して高 くないと言えよう。

また、vvIQの1～4とQMIの1～4は 、同一対象(事 象)と 考えてよいが、表7の 項 目相互の

相関係数は、0.45～0.64の 範囲であった。 これを関与率(説 明率)で 見ると20 .25%～40.96%で

あ り、同じ対象 に対するイメージの鮮明性評定であ り、評定の時間差 としてせいぜい10分 足 ら

ずであるのに、ある時には鮮明で、ある時には鮮明に浮かばないのであるから、この結果か らも

安定性 ・一貫性が保証されないことが分る。

4.表 象イメージの鮮明性の知覚モダリティ間の関係

表8の 結果から、内臓感覚 を除 く6つ の知覚モダリティ相互(但 し、視覚 と嗅覚間を除 く)の

相関係数はいずれもrニ0.40以上であった。このことは、イメージの鮮明性に関して、諸知覚が相

互 に関連 しあってお り、独立 したものではないことを示唆するものである。なお、内臓感覚イメ
ージは、他の知覚モ ダリティとは相対的に独立 した ものであることも示唆された。

5.表 象 イ メ ー ジの 鮮 明 性 と操 作 性 との 関 係

Hatakeyama(1981)は 、120名 の 被 験 者 でTvICとvvIQ問 にr=0 .41、TvICとQMI間 にr=0.30

の相 関 を得 ・ また ・ 長 谷 川(1989b)は 、260名 の被 験 者 で 、TvICとvvIQ問 にrニ0 .390、TvIC

とSMI-S間 にrニ0.266の 相 関 を報 告 して い る。 本 研 究 の 結 果 を示 す 表9は 、 統 御 性 テ ス トで あ る
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TvICと 、鮮明性テス トであるvvIQ、SMI-S、 及びQMI間 の相関係数が0.33～0.25の 低い相関を

示すこと、また表10に 、TVICとQMIの7モ ダリティ間の相関 も無相関乃至低い相関に止まって

いた。これらは、統御性 と鮮明性が相互に関連 し合っているというよりも、むしろ相対的に独立

した傾向にあることを示唆するものと思われる。

6.全 体 として

本研究で明 らかになったことは、 まず第一に、直観像保有者ではない一般の人(大 学生)で 、

現実 と同 じように鮮明なイメージを、対象 によっては、かな り多数の者が喚起できること、 しか

し、そのような鮮明なイメージは対象(事 象)に よって、変化することである。また、イメージ

の鮮明性はつねに安定 し一貫性 を持つものでないことも示 された。このことは、イメージの個人

差を研究するに当たって、テス ト項 目の合成得点を指標 とする場合に、モダリティ当た りのテス

ト項 目が1～2な どと少ない場合には、十分 に安定した識別性 を有するかどうかが問題 となるこ

とを示す ものである。その意味では、項目の吟味 と同時 に、識別性 を持つだけの項 目数があるか

の検討 も必要だ ということになる。 この点からは、視覚的鮮明性を測定する16項 目から構成 さ

れるVVIQや7モ ダリティ毎に5項 目を持つQMIが 優れていると言えそうである。

(注)本 研究は、上杉の指導により行った青島千恵氏の2000年 度の卒業論文データを使用 させて

いただいて、新たな視点か ら分析 ・検討 した ものである。記 して感謝する次第です。
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